
県 立 中 学 校

県 立 高 校

県 立 特 別 支 援 学 校

◆高校中退者のうち進路未定者

◆中学校卒業者のうち進路未定者

　若者サポートステーションによる中学校卒業･高校中退時の進路未定者等への支援状況

市 立 高 校

特 別 支 援 学 校

私 立 高 校

高 知 市
教 委

現在の状況
･若者はばたけネットにより、県立学校の進路未定での中途退学者の情報は全て収集されるが、その他の学校は同意書での収集となるため、同意を得られず、
 収集できないケースがほとんどである。
･年1回､全学校（県立・市町村立・国立・私立）に教員向けの若者はばたけネット説明マニュアルとチラシ等を配布し、生徒への周知と誘導を依頼。
･年2回（8月･2月)､中学校卒業時進路未定の生徒がいる市町村に対して、本人の進路と支援状況を聴取し､本人へのサポステの周知と誘導を依頼。
･年1回､私立学校を訪問し､生徒へのサポステの周知と誘導を依頼。

生涯学習課

市 町 村 立 中 学 校

国 立 、 私 立 中 学 校

組 合 立 中 学 校

市 町 村
教 委

対象者

資料２－３

○県の個人情報保護制度委員会
　の答申により､個人情報の例
　外的取扱（県立学校の進路
　未定中退者の個人情報の収集
　と提供）が可能となった
　(H22年度～)。

○本人又は保護者の
　同意書が必要
（同意書を経ずに在学　
　中から直接登録され
　るケースもあり）

○本人又は保護者の
　同意書が必要
（同意書を経ずに在学
　中から直接登録され
　るケースもあり）

若者はばたけネットによるサポステへの情報提供
（学校等を通じて、個人情報の提供を受ける仕組み）

　　◆卒業・中退後、進路決定（就職・進学）していたが、その後離職・中退をした者

課題
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継続支援のために

・市町村立中学校
　市町村によって支援に濃
　淡があり、又、支援され
　ていないケースもある。

・国立・私立中学校
　支援機関への接続（個人
　情報の提供）に課題があ
　り、支援につながらない。

・県立学校
　サポステ登録に同意を得
　られず、支援につながら
　ないケースがある。

・市立・私立高校
　支援機関への接続（個人
　情報の提供）に課題があ
　り、支援につながらない。

・進路未定が確定する時
　期（高校入試：C日程
　終了後）の保護者面談
　時を捉えて、支援の同　
　意書を得る。又は、生
　徒の状況に応じて他の
　支援機関につなぐ。

・学校が支援機関に情報
　提供できるよう、入学
　時などあらかじめ同意
　書をとることを、関係
　課において検討する。

・サポステからの継続し
　た登録の働きかけによ
　り支援につなげる。

・今後検討を要する。
 <検討例>：出身校への
　相談の周知(出身校から
　支援機関へつなぐ)

・学校が支援機関に情報
　提供できるよう、入学
　時などあらかじめ同意
　書をとることを、関係
　課において検討する。

・離職者や大学等の中退者
　
　把握が困難なため、その
　後の支援につながらない。


